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（2）津波波源モデル・震源断層モデルの構築

津波堆積物の調査

担当：卜部厚志（新潟大学）
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日1-1-2-1-2
(2019.10.25）

日本海東縁部の断層分布と津波波源モデル
日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）

による津波波源モデル
 40㎞以上の断層
 断層の連動を考慮
 断層深度の上限と下限を設定
 断層の角度：45度
 断層平均変位量：4.5ｍ（6.0ｍ）
 大すべり領域を設定

断層面積の20％
平均すべり量の2倍

各波源の活動履歴：未解明
↓

津波堆積物の調査

断層：新潟～北海道沖に集中
海底地形も重要（大和堆）

大和堆

日本海検討会モデルでの
津波浸水想定の実施（行政）

津波堆積物調査（2018年度まで）
主要な地域で

約8000～9000年前までの
泥質堆積物を採取

東北日本と西南日本で
津波堆積物の数が大きくことなる

壱岐
（2）

下関
（2）

隠岐
（3）

鳥取
（4）

福井
（3）

富山
（4）

佐渡
（24）

新潟
岩船

（9）

奥尻
（20）

（＊）：津波堆積物の挟在数
（約8000～9000年間）
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段丘
浜堤

ワサビヤチ川

ワサビヤチ
基盤＋段丘に囲まれた
流域が小さい河川（堆積物少）
幅約100m，標高-15～20mの谷地形
出口：基盤の張り出し＋浜堤で狭窄

旧地形・河道（米軍）

津波堆積物の調査例（北海道・奥尻島・ワサビヤチ）
砂州で閉塞された小規模ラグーン
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2017日本海PJによる
イベント堆積物

OW-6: 3310年前
OW-7: 3650年前
OW-8: 3910年前
OW-9: 4320年前
OW-10: 4520年前
OW-11: 4580年前
OW-12: 4850年前
OW-13: 6090年前
OW-14: 6400年前
OW-15: 6450年前
OW-16: 6550年前
OW-17: 6580年前
OW-18: 6660年前
OW-19: 7140年前
OW-20: 7250年前

④
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閉鎖的ラグーン～泥炭に
挟在されるイベント砂層
＊淘汰のよい砂

= 津波イベント

ワサビヤチでの
イベント堆積物

（Kawakami et al.，2017）
OW-1: 12C
OW-2： 5～6C
OW-3： 1900年前
OW-4： 2500年前
OW-5： 3000年前

２σの中央値

閉鎖的ラグーン

泥炭

津波堆積物の調査例
（北海道・奥尻島）

津波堆積物の調査例（湖での掘削調査：新潟・佐渡島）
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津波堆積物の調査例（湖での掘削調査：新潟・佐渡島）

KAM-1地点でのボーリング試料 （深度10-15ｍまで）
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典型的な湖の堆積物（年縞状）

約9000年間で24回の津波が記録されている(Urabe,2017)

岩船潟加茂湖

加茂湖と旧岩船潟に共通する津波堆積物

佐渡 以北は
全部加茂湖へ

佐渡沖，山形沖
岩船潟へ
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新潟以北での津波堆積物の年代，分布

特徴的な地点

＊奥尻青苗

青森～北海道沖の
波源の活動

＊＊佐渡加茂湖

新潟～北海道沖の
波源の活動

○各地区の津波は，
近傍の沖合いに
限定

西南日本の日本海での断層分布
日本海大規模地震検討会（2014）

津波堆積物あり

西南日本の日本海側での波源（断層）分布と津波堆積物の調査

津波堆積物なし

隠岐

壱岐 下関

高浜大田 米子 北栄 気高
岩美

西南日本の日本海側の特徴

 波源断層が少ない
 横ずれ断層
 断層の活動履歴（頻度：少）
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F24による津波
（最大水位分布）

日本海検討会（2014） 日本海検討会（2014）

佐渡北方～秋田沖を想定した津波の伝播（大和堆を経由したパス）

島根県（隠岐）・鳥取県の想定での最大津波
北東北沖（F24,F28)を想定

F28による津波
（最大水位分布）

大和堆大和堆

1833年
庄内沖地震の津波

飛島（山形）
荒川（新潟）
阿賀野川（新潟）
信濃川（歴史記録）
角海浜（新潟）
大佐渡（新潟）
舳倉島（石川）
輪島（歴史記録）

隠岐（島根）
弓ヶ浜（鳥取）

山陰の津波は
東北から

海士町諏訪湾奥の干拓地：
1933年から干拓事業

湾の形状からすると
冬期波浪の影響は受けにくい．

国土地理院 1948年空中写真

諏訪湾

0.5 km

1833年
津波浸水

津波堆積物の調査例（島根・隠岐島（中ノ島））

浅い泥質内湾での調査
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諏訪（SW1～SW4）の層相と年代

内湾の堆積相の中でのイベント
岩礁棲の化石，海浜円礫
津波による攪乱で運搬された

HST

TST
CZ

HST: 高海水準期堆積体
TST: 海進期堆積体 CZ: コンデンス・ゾーン

イベント（約600年前）

イベント（約2000年前）

津波堆積物の調査例（島根・隠岐島（中ノ島））

湾奥の低地×
地層：薄い
浜堤なし

浅い泥質内湾での調査

F59（菊川断層帯）

F60（西山断層帯）

壱岐

下関

阿武

福岡

土井ヶ浜

吉母

綾羅木

芦辺

北部：53ｋｍ，14000年前以後
中部：43ｋｍ，5900-3300年前
＊南部：18ｋｍ，不明

◎出典：地震本部（2016）

大島沖：38ｋｍ，20000年前以後
＊西山：43ｋｍ，13000-2000年前
＊嘉麻峠：29ｋｍ，不明

◎出典：地震本部（2013）

山口～福岡沖の海底活断層の分布

日本海大規模地震検討会（2014）
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●IKI-1
埋立地標高2.0ｍ

●IKI-2標高2.0ｍ

IKI-1：塩水湿地⇒泥質内湾⇒砂質内湾⇒外浜 の層相変化

IKI-2：塩水湿地⇒泥質内湾⇒砂質内湾⇒塩水湿地 の層相変化

外浜

内湾

塩水湿地

塩水
湿地

壱岐・芦辺漁港

津波堆積物の調査例（長崎・壱岐 芦辺）
浅い泥質内湾での調査

地理院地図

●IKI-1
標高2.0ｍ

●IKI-2
標高2.0ｍ

IKI-1

IKI-1

IKI-2

4.40m

4.50m

10.80m

7.30m

7.20m
シルト偽礫

ラグ

侵食

ラグ

侵食

ラグ
侵食

ラグ
侵食

8.90m

IKI-1

IKI-Ev1

IKI-Ev1

3500BP

3500BP 泥質な内湾堆積物
浸食＋ラグに着目

5200BP

津波堆積物の調査例（長崎・壱岐 芦辺）

地理院地図
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西山/菊川？

菊川/西山？

東北？

1833庄内沖

東北？

約9000年間の堆積物による津波履歴

西山/菊川？

菊川/西山？

東北？

1833庄内沖

東北？

約9000年間の堆積物による津波履歴

各地域の履歴
→発生頻度の概要
→低頻度災害
○波源の特定

○北東北
約4000年前以前
今年度調査
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Google earthより

八峰町，能代市

にかほ市

男鹿市，潟上市

秋田県における2018年度津波堆積物調査

これまでより古い堤間湿地等で堆積物を探す

～2017年度

2018年度

これまで複数のイベント層が
認められる地域で さらに調査

イベント層：複数

イベント層：なし

イベント層：なし

複数のイベント堆積物
MH-2コア
①15世紀以降
②15世紀
③10世紀
④8世紀以前

MH-1コア
①1983年
②13～15世紀

秋田県八峰町MH-2コア（2018年度）
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MH2 ボーリング地点

100 m

2019年度調査予定地点（●：スライサーでの調査）

■，▲は既往調査地点

既往ボーリング地点

西山/菊川？

菊川/西山？

東北？

1833庄内沖

東北？

約9000年間の堆積物による津波履歴

各地域の履歴
→発生頻度の概要
→低頻度災害
○波源の特定

十三湖
十三湖コア
のカバー範囲

北東北地域での9000年以降の履歴の復元 2019年度の主要調査
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北東北地域での9000年以降の履歴の復元 2019年度の主要調査

十三湖

岩木川


